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子どもの貧困は、単なる経済的困窮にとどまらず、様々な要因が複合的につながることで世代間の貧

困の連鎖を招いていると言われていることから、その実態を多面的に把握するため実施

２ 調査実施期間

郵送によるアンケート調査

３ 調査対象

小学校５年生と中学校２年生の子どもとその保護者（住民基本台帳から１／４の者を無作為抽出）
子ども ５，１８７人 保護者 ５，１８７人 計１０，３７４人

４ 調査実施方法

平成３０年１１月９日～１２月７日

青森県子どもの生活実態調査概要

５ 調査内容

①生活困難度 ②教育の機会均等 ③健やかな成育環境 ④支援制度の利用意向等

１ 調査の目的

 

 

子どもの貧困の実態を多面的に把握するため、
「低所得」「家計の逼迫」「「子どもの体験や所有
物の欠如」の３つの要素の回答から調査
（東京都などと同じ調査）

２つ以上に該当世帯⇒困窮家庭
１つに該当世帯 ⇒周辺家庭
該当なし ⇒一般家庭

A 低所得 所得が国民生活基礎調査の貧困線（例：親２人
子ども１人の三人世帯の場合211万円）の基準を
下回る世帯

B 家計の逼迫 ①電話料金②電気料金③ガス料金④水道料金⑤
家賃⑥食料⑦衣類について、経済的理由により
支払えなかったことが１つ以上ある世帯

C 子どもの体験
や所有物の欠如

海水浴に行く、毎月お小遣いを渡す、学習塾に
通わせる、自宅で宿題をすることができる場所
がある等の15項目について、欠如している項目
が３つ以上ある世帯

困窮家庭は全体では13.2％

「生活困難度」について

 

 



 

 

目 次 

１．保護者の状況（保護者調査から） ................................................. 1 

（1）保護者の就業状況、家計に関すること ............................................ 1 

（2）保護者の健康状態、成育環境に関すること ........................................ 4 

（3）子どもの健康や教育、体験に関する現状・課題に関すること ........................ 5 

（4）保護者や子どもに対する支援に関すること ........................................ 8 

２．子ども本人の状況（子ども調査から） ............................................ 12 

（1）持ち物・所有物に関すること ................................................... 12 

（2）家庭生活に関すること ......................................................... 14 

（3）生活習慣に関すること ......................................................... 15 

（4）学び・学習・学校生活に関すること ............................................. 17 

（5）自分のこと、進路・自立に関すること ........................................... 19 

３．実態調査結果から見られる課題 .................................................. 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

１．保護者の状況（保護者調査から） 

（1）保護者の就業状況、家計に関すること 

①就業状況 

 

 

 

 

 

 
 

図表 母親の職業（保護者 問 15 Ｐ58） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 母親の平日日中以外の勤務（保護者 問 15-2 P61） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困窮家庭では、一般家庭と比べて父親・母親ともに、正規職員の割合が低い傾向で、特に

母親は「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」の割合が高い。 

平日日中以外の勤務では「土曜出勤」と「日曜・祝日出勤」の割合が高く、困窮家庭の母親

はそれぞれ 63.2％、45.5％で、困窮家庭・周辺家庭の父親はそれぞれ 70％台、50％台後半と

なっている。 

問15　お子さんのお母さまの現在の職業〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

2.0

2.8

2.7

2.0

20.9

15.5

22.6

21.8

8.4

1.1

2.1

12.4

6.6

8.5

8.8

5.9

33.1

44.9

37.2

29.7

7.4

7.9

8.6

6.4

0.3

0.6

0.2

0.3

3.4

2.3

2.3

3.8

1.0

0.8

1.6

0.7

12.3

7.6

9.2

13.3

0.1

0.6

0.1

0.2

0.3

0.4

0.2

1.0

4.0

1.0

0.2

0.3

0.6

0.4

0.3

3.0

2.5

2.9

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社役員 民間企業の正社員

公務員などの正職員 契約社員・派遣社員・嘱託社員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業（家族従業者を含む）

自由業 団体職員

その他の働き方をしている 専業主婦

学生 引退（退職）

その他の無職 わからない

無 回 答

問15－２　お母さまの平日日中以外の勤務〔％・複数回答〕
N = 2229

％

早朝（５～８時）

夜勤（20時～22時）

深夜勤務（22時～５時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

その他

平日の日中以外の勤務
はない

無　回　答

11.3

9.7

7.3

55.8

39.3

4.6

35.3

3.5

14.0

12.0

6.7

63.2

45.5

5.7

27.8

1.7

10.7

7.2

5.0

55.6

42.0

3.8

35.8

3.1

10.7

9.4

7.9

54.0

36.9

4.3

37.2

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭



 

2 

図表 父親の職業（保護者 問 17 P65） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 父親の日中以外の勤務（保護者 問 17-2 P68） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問17　お子さんのお父さまの現在の職業〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

7.9

7.3

8.6

8.1

41.6

31.4

42.3

44.9

17.2

1.7

4.3

24.4

2.5

5.4

3.9

1.5

1.2

2.8

1.8

0.8

11.4

12.4

14.8

9.6

0.3

0.6

0.2

0.2

4.0

1.4

3.1

4.4

0.7

2.0

0.4

0.4

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.5

1.4

0.6

0.3

1.1

3.4

1.6

0.4

11.4

30.2

17.9

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社役員 民間企業の正社員

公務員などの正職員 契約社員・派遣社員・嘱託社員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業（家族従業者を含む）

自由業 団体職員

その他の働き方をしている 専業主婦

学生 引退（退職）

その他の無職 わからない

無 回 答

問17－２　お父さまの平日日中以外の勤務〔％・複数回答〕
N = 2329

％

早朝（５～８時）

夜勤（20時～22時）

深夜勤務（22時～５時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

その他

平日の日中以外の勤務
はない

無　回　答

22.0

21.9

16.1

66.6

52.0

7.6

21.6

2.9

29.6

24.3

19.6

71.3

59.1

9.1

15.7

2.6

23.3

20.4

14.2

74.4

57.1

5.4

16.5

2.3

20.9

22.1

16.1

64.8

50.2

7.9

24.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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②家計に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

図表 過去１年間に、経済的な理由で食料が買えなかったことがあった （保護者 問 23 P83） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 過去１年間に、経済的な理由で衣類が買えなかったことがあった （保護者 問 24 P84） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 過去１年間に、経済的な理由で払えなかったことがあった 電気料金（保護者 問 25B P86） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『過去１年間に経済的な理由で食料を買えないこと』や『過去１年間に経済的な理由で衣類

を買えないこと』が困窮家庭では「よくあった」がそれぞれ 12.4％、20.9％、「時々あった」がそれ

ぞれ 33.3％、35.9％と高い。 

生活費のうち、『過去１年間に、経済的な理由で電気料金を支払えないこと』は困窮家庭で

は「あった」が 26.3%と高い。 

問23過去１年間にお金が足りずに食料を買えなかったこと〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

1.9

12.4

1.4

6.0

33.3

8.8

9.5

24.9

16.2

4.7

80.1

26.8

71.3

92.3

2.5

2.5

2.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった まれにあった 全くなかった 無 回 答

問24過去１年間にお金が足りずに衣類を買えなかったこと〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

3.3

20.9

2.9

6.7

35.9

10.7

14.4

23.7

26.9

9.5

73.0

17.5

57.1

87.3

2.6

2.0

2.5

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった まれにあった 全くなかった 無 回 答

問25　過去１年間に支払えなかったことＢ電気料金〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

4.5

26.3

5.7

87.1

64.4

85.8

91.6

5.4

5.6

5.3

5.3

2.9

3.7

3.1

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無 回 答
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（2）保護者の健康状態、成育環境に関すること 

①心身の健康状態 

 

 

 

 

図表 健康状態（保護者 問 7① P13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 抗うつ傾向（保護者 問 9 P24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②成育環境 

 

 

 

 

図表 15歳の頃の家庭の暮らし向き（保護者 問 22 P81） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

困窮家庭では健康状態が「よい」が 37.3％と低い。また、抗うつ傾向においても「精神的な問

題が低い層」は一般家庭と比べると低く、身体の健康に加え、心理的な面での不安感は他の

家庭より大きい。 

困窮家庭・周辺家庭の保護者の『15 歳頃の家庭の暮らし向き』は他の家庭と比べ『苦しかっ

た』（「やや苦しかった」と「大変苦しかった」の合計）が 43％前後と一般家庭より高く、現在の状況

への影響が大きい。 

問22　15歳の頃の家庭の暮らし向き〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

4.2

5.6

5.7

3.6

11.1

9.9

8.8

12.2

45.4

39.3

39.8

46.4

24.4

24.3

26.7

24.4

12.4

19.5

16.2

10.5

2.5

1.4

2.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがあった ややゆとりがあった ふつう やや苦しかった

大変苦しかった わからない

問７　①あなたの健康状態〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

48.6

37.3

45.0

51.4

19.6

17.5

18.3

20.2

23.9

29.4

27.3

22.5

5.7

12.7

6.4

4.1

1.0

2.0

1.2

0.8

1.2

1.1

1.8

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無 回 答

保護者の抑うつ傾向別

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

67.8

46.9

64.9

72.2

16.5

18.6

17.7

16.3

8.8

13.6

11.3

7.0

5.7

18.6

4.1

3.5

1.3

2.3

2.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神的な問題が低い層 心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当

重症精神障害相当 区分外
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（3）子どもの健康や教育、体験に関する現状・課題に関すること 

①病気の際の受診 

 

 

 

 

図表 医療機関に受診させなかったことの有無（保護者 問８ P15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 受診させなかった理由（保護者 問８-1 P16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②習い事・家庭でしていること 

 

 

 

図表 習い事（音楽・スポーツ・習字等）に通わせる（保護者 問 12C P44） 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関に受診させなかったことは、困窮家庭で「あった」が 26.8％となっており、周辺家庭・

一般家庭よりも 10％以上高い。困窮家庭の受診させなかった理由では、「保険に加入していた

が自己負担金を支払うことができないと思った」が 20.0％と一般家庭に比べて高い。 

習い事の状況については、「している」は全体で 60.8％と高いが、困窮家庭では 31.4％と低

く、「していない・経済的にできない」が 63.3％と高くなり、格差が生じていると考えられる。 

問８過去１年間に子供を医療機関で受診させなかったこと〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

15.5

26.8

15.8

13.6

83.5

71.8

83.0

85.4

1.1

1.4

1.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無 回 答

問８－１　受診させなかった理由〔％〕

N =

全　　　体 415

困窮家庭 95

周辺家庭 77

一般家庭 216

0.5

2.1

6.7

20.0

7.8

0.9

11.6

10.5

13.0

12.0

1.9

2.1

2.6

1.9

28.2

29.5

32.5

27.8

45.8

29.5

40.3

53.7

1.2

2.1

1.3

0.9

3.9

4.2

2.6

2.8

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公的医療保険に加入しておらず医療費の支払いができなかったため

保険に加入していたが自己負担金を支払うことができないと思った

子ども本人が受診したがらなかったため

医療機関までの距離が遠く、通院することが困難であったため

多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため

子どもの様子をみて、受診させなくてもよいと判断したため

自分の健康状態が悪かったため

その他

無 回 答

問12Ｃ　習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

60.8

31.4

47.2

71.1

18.3

4.5

17.7

20.5

16.9

63.3

32.4

3.8

4.0

0.8

2.7

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している してない・したくない（方針でしない） してない・経済的にできない 無 回 答
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③受けさせたい教育段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 理想的な教育段階（保護者 問 14① P52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 現実的な教育段階（保護者 問 14② P53） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 そのように考えた理由（保護者 問 14-1 P55） 

 

 

 

 

 

 

 

  

理想的な教育段階は、一般家庭では「大学またはそれ以上」が 72.7％と高いが、困窮家庭

と周辺家庭ではそれぞれ 49.7％、56.7％となっている。 

現実的な教育段階は、一般家庭では「大学またはそれ以上」が 47.1％に下がるが、困窮家

庭と周辺家庭では一般家庭以上に激減し、それぞれ 3.7％、18.1％となっている。また、困窮家

庭と周辺家庭では「高校」が最も高く、それぞれ 60.2％、38.6％となっている。 

その理由として、「経済的に余裕がないから」が困窮家庭と周辺家庭では 70％前後となって

おり、経済的な理由により保護者の考える子どもの教育段階の選択肢が限定される傾向がみ

られる。 

問14　②現実的な教育段階〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

1.5

4.0

2.3

0.6

26.8

60.2

38.6

16.4

19.8

15.3

23.4

19.7

34.5

3.7

18.1

47.1

15.2

16.1

15.8

13.7

2.0

0.8

1.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学 高校 短大・高専・専門学校 大学またはそれ以上 わからない 無 回 答

問14－１　そのように考えた理由〔％〕

N =

全　　　体 1200

困窮家庭 282

周辺家庭 278

一般家庭 528

10.2

7.1

6.1

13.3

23.8

12.1

19.8

31.3

53.8

76.2

67.6

38.1

0.4

0.4

0.8

9.3

3.2

4.3

13.8

2.5

1.1

2.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもが希望しているから 子どもの学力を考慮したから 経済的に余裕がないから

家族の理解が得られないから その他 無 回 答

問14　①理想的な教育段階〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

0.9

1.7

1.4

0.4

7.9

11.0

11.1

6.0

21.0

34.2

25.9

16.2

65.4

49.7

56.7

72.7

2.9

2.8

3.1

2.3

1.9

0.6

1.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学 高校 短大・高専・専門学校 大学またはそれ以上 わからない 無 回 答
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④生活習慣・日常生活 

 

 

 

 

 

図表 平日の朝食の摂取頻度（保護者 問 10A P25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 お子さんの勉強をみる（保護者 問 10B P26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

朝食の摂取頻度については、一般家庭と比べて困窮家庭で「よくする」という回答がやや少

ない。また、困窮家庭では、『子どもの勉強をみる』についても割合がやや低く、子どもと関わる

機会・頻度が低くなっている。 

問10Ａ　毎日お子さんに朝食を食べさせている〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

93.4

85.6

93.2

94.8

3.8

6.8

3.5

3.5

1.3

4.0

1.0

0.7

0.7

2.0

1.0

0.4

0.8

1.7

1.2

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくする 時々する あまりしない 全くしない 無 回 答

問10Ｂ　お子さんの勉強をみる〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

18.8

12.4

17.5

20.2

43.2

42.4

44.6

43.2

27.9

30.8

26.9

27.5

9.1

13.3

9.7

8.3

0.9

1.1

1.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくする 時々する あまりしない 全くしない 無 回 答



 

8 

（4）保護者や子どもに対する支援に関すること 

①子育て情報 

 

 

 

 
 

図表 情報の受け取り方法（保護者 問 30 P110） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保護者の不安・相談 

 

 

 

 

 

  

子どもに関する制度等の情報の取得方法は、全体では「学校からのお便り（紙のもの）」が

80.2％と最も多く、「行政機関の広報誌」と「家族や友人からの情報」も多いが、困窮家庭はい

ずれの方法も他の家庭に比べ回答が少ない。 

子どもの病気の時や用事の時等に頼れる親族・友人については、困窮家庭では頼れる人が

「いない」という回答が 13.6％であり、悩み事を相談できる相手が「いない」という回答も 11.0％

と高い。 

また、相談相手がいる回答者の相談先として、困窮家庭の保護者は、一般家庭と比較する

と、「配偶者・パートナー」等の家族や友人、職場関係者とする回答の割合は低い。 

問30　子どもに関する制度等の情報の取得方法〔％・複数回答〕
N = 2683

％

行政機関の広報誌

行政機関のホームページ

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッターな
ど）

学校からのお便り（紙のも
の）

学校からのメール

家族や友人からの情報

その他

無　回　答

45.1

8.6

5.4

80.2

23.8

36.2

2.5

8.3

37.3

6.2

4.5

78.5

22.3

32.2

4.8

7.1

40.2

8.4

6.8

80.3

25.3

35.9

3.9

5.7

49.1

9.6

5.0

81.5

22.9

37.6

1.8

8.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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図表 頼れる親族・友人の有無（保護者 問６ P12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 困った時や悩みを相談する相手・相談先（保護者 問 27 P92） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６　子どもの病気の時や用事の時等に頼れる親族や友人〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

89.9

85.3

89.9

90.7

9.2

13.6

8.8

8.4

1.0

1.1

1.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無 回 答

問27　困った時や悩みを相談する相手・相談先〔％・複数回答〕
N = 2683

％

配偶者・パートナー

親

兄弟、その他の親戚

知人や友人

職場関係者

学校の先生・スクールカウ
ンセラー・スクールソー
シャルワーカー

公的機関や役所・役場の
相談員

地域の民生委員・児童委
員

民間の支援団体・電話相
談

医療機関の医師や看護
師

インターネットサイトへの
書き込み

その他

相談できる相手がいない

その他

68.6

66.0

36.0

43.6

20.6

8.2

3.9

0.6

0.9

3.3

1.0

0.5

3.4

3.2

37.0

54.5

29.7

38.1

14.1

6.2

4.0

0.8

1.7

4.0

1.4

1.1

11.0

2.5

57.1

63.7

34.3

43.7

17.9

6.6

3.5

0.4

0.6

1.8

1.2

0.2

4.9

2.9

78.4

68.4

37.6

44.9

22.8

9.0

4.1

0.6

1.0

3.7

1.0

0.4

1.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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③子育て支援サービス等 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 就学援助支給の有無（保護者 問 28B P98） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 子ども食堂の利用状況（保護者 問 29A P102） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 食料支援の利用状況（保護者 問 29B P104） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学援助支給は、「利用したことがある」が困窮家庭・周辺家庭でそれぞれ46.6％、29.2％と

高い。 

「子どもの居場所」に関する支援について、困窮家庭・周辺家庭は一般家庭と比べて利用希

望が高い。困窮家庭において「利用したことがない・利用してみたい」と回答した保護者の割合

は、『子ども食堂』が44.1％、『食糧支援』が51.4％、『居場所づくり』が48.3％、『学習支援』が

70.1％である。 

また、一般家庭と比べて、困窮家庭・周辺家庭は『居場所づくり』や『学習支援』の利用希望

も高い。 
問28　支援制度の利用　Ｂ就学援助〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

16.0

46.6

29.2

6.2

52.4

14.4

32.9

67.2

9.9

13.3

10.9

9.5

4.1

10.2

6.4

2.1

7.4

8.5

9.9

6.9

10.1

7.1

10.9

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある 利用したいと思ったことがなかった

利用したかったが条件を満たしていなかった 利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった 無 回 答

問29Ａ　子ども食堂（無料または、安価で食事を提供）〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

0.3

0.8

0.2

0.1

23.4

44.1

29.2

17.7

2.8

9.0

3.3

1.6

64.2

38.4

59.3

71.5

9.3

7.6

8.0

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある 利用したことがない・利用してみたい

利用したことがない・利用したくない 利用したことがない・利用する必要はない

無 回 答

問29Ｂ　食料支援（食料の無料提供）〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

0.4

1.7

0.2

0.1

23.2

51.4

32.6

14.9

2.6

7.1

3.5

1.5

64.3

31.4

55.2

74.2

9.6

8.5

8.4

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある 利用したことがない・利用してみたい

利用したことがない・利用したくない 利用したことがない・利用する必要はない

無 回 答
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図表 居場所づくりの利用状況（保護者 問 29C P106） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 学習支援の利用状況（保護者 問 29D P108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問29Ｃ　居場所づくり〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

1.4

1.7

1.2

1.4

32.8

48.3

38.8

28.9

2.0

5.6

2.7

1.1

54.5

36.2

49.9

59.6

9.3

8.2

7.4

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある 利用したことがない・利用してみたい

利用したことがない・利用したくない 利用したことがない・利用する必要はない

無 回 答

問29Ｄ　学習支援（無料で、宿題など学習指導を提供）〔％〕

N =

全　　　体 2683

困窮家庭 354

周辺家庭 487

一般家庭 1587

1.6

2.8

1.0

1.6

50.4

70.1

60.2

43.7

1.2

3.4

1.8

0.7

37.8

15.8

30.2

45.1

9.0

7.9

6.8

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある 利用したことがない・利用してみたい

利用したことがない・利用したくない 利用したことがない・利用する必要はない

無 回 答
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２．子ども本人の状況（子ども調査から） 

（1）持ち物・所有物に関すること 

①持ち物・所有物 

 

 

 

 

 

図表 自分が使うことのできるもの 自分だけの本（子ども 問 15A P147） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分が使うことのできるもの 子ども部屋（子ども 問 15B P148） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分が使うことのできるもの 自宅で宿題をすることのできる場所（子ども 問 15D P150） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの持ち物・所有物として、自分が使うことができるものの回答をみると、困窮家庭で

「ある」割合が全体よりやや低い傾向がみられるが、スマートフォンの所有率については、生活

困難状況による違いはあまりない。 

問15Ａ　自分だけの本（学校の教科書やマンガは除く）〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

79.7

74.6

76.8

81.5

4.7

3.6

5.7

4.7

13.3

19.4

15.1

11.8

2.3

2.4

2.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答

問15Ｂ子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合も含みます）〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

76.1

61.8

76.2

79.3

16.1

28.7

15.3

13.9

5.7

7.5

6.6

5.0

2.0

2.1

1.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答

問15Ｄ　自宅で宿題をすることができる場所〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

90.2

81.8

89.8

92.3

5.1

12.2

4.0

3.9

2.6

3.9

4.0

1.9

2.1

2.1

2.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答
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図表 自分が使うことのできるもの 自分専用の勉強机（子ども 問 15E P151） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分が使うことのできるもの スポーツ用品（子ども 問 15F P152） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分が使うことのできるもの 携帯電話・スマートフォン（子ども 問 15M P159） 

 

 

 

 

 

  

問15Ｅ　自分専用の勉強机〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

79.6

68.7

78.1

81.9

10.6

20.0

11.1

9.0

7.7

9.0

8.9

7.4

2.1

2.4

1.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答

問15Ｆ　スポーツ用品〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

71.5

60.0

73.6

74.0

5.4

10.4

5.5

4.5

20.9

27.5

18.7

19.6

2.3

2.1

2.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答

問15Ｍ　携帯電話、スマートフォン〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

35.2

37.3

36.6

35.4

41.7

44.8

44.3

39.5

20.9

16.1

16.8

23.1

2.2

1.8

2.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない・ほしい ない・ほしくない 無 回 答
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（2）家庭生活に関すること 

①放課後の過ごし方 

 

 

 

 

図表 平日の放課後過ごす場所 自分の家（子ども 問 12Ａ P131） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 平日の放課後過ごす場所 塾や習い事（子ども 問 12Ｃ P132） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後過ごす場所は、一般家庭と比べて、困窮家庭では自分の家で「毎日」過ごすがやや

高く、困窮家庭・周辺家庭では塾や習い事は「そこではほとんど過ごさない」が高い。 

問12　平日の放課後過ごす場所　Ｃ塾や習い事〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

2.1

2.1

2.6

1.9

6.1

5.7

3.2

6.8

20.7

9.3

17.7

23.6

51.9

61.5

56.0

49.1

19.2

21.5

20.6

18.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこではほとんど過ごさない 無 回 答

問12　平日の放課後過ごす場所　Ａ自分の家〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

39.9

43.3

40.9

38.5

10.7

9.3

11.9

10.4

23.8

22.7

23.4

24.5

12.6

11.3

11.1

13.6

13.1

13.4

12.8

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこではほとんど過ごさない 無 回 答
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（3）生活習慣に関すること 

①朝食欠食・孤食 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 平日の朝食の摂取頻度（子ども 問３ P115） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 平日の夕食を一緒に食べる人（子ども 問５ P118） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

朝食欠食は、一般家庭より困窮家庭・周辺家庭で多く回答されており、欠食日数も多い。ま

た、平日の夕食を一緒に食べる人は、「家族（親）」が困窮家庭で周辺家庭、一般家庭よりやや

低い。 

食生活については、一般家庭と比べて、困窮家庭では『コンビニのおにぎり・お弁当』、『カッ

プめん・インスタントめん』の摂取頻度が高く、加工食品やできあいの食品が多い傾向がみられ

る。 

問３　平日に毎日朝ごはんを食べる〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

90.7

84.2

88.1

92.6

4.7

6.9

6.6

3.7

2.6

5.7

3.4

1.9

0.8

1.8

1.1

0.5

1.2

1.5

0.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも食べる（週に５日） 食べるほうが多い（週に３、４日）

食べないほうが多い（週に１、２日） いつも食べない

無 回 答

問５　平日に夕ごはんを食べる人〔％・複数回答〕
N = 2603

％

家族（親）

家族（兄弟姉妹）

その他の家族（祖父母な
ど）

家族以外の人

一人で食べる

夕ごはんは食べない

無　回　答

88.0

62.9

20.1

1.3

7.5

0.2

1.2

85.4

63.9

18.5

0.9

7.5

0.3

1.8

89.1

66.2

23.2

1.5

6.8

0.2

0.9

88.0

62.2

18.8

1.0

7.9

0.3

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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図表 カップめん・インスタントめんをふだんどのくらい食べているか（子ども 問６Ｄ P122） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 コンビニのおにぎり・お弁当をふだんどのくらい食べているか（子ども 問６E P123） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６Ｅ　コンビニのおにぎり・お弁当〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

0.8

1.8

1.1

0.6

1.0

0.9

1.3

1.0

6.3

8.7

6.8

5.6

35.8

37.0

34.3

36.2

53.1

49.0

53.6

53.7

2.9

2.7

3.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べる １週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日 食べない 無 回 答

問６Ｄ　カップめん・インスタントめん〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

1.2

2.1

1.3

0.9

1.3

2.7

0.6

1.2

13.9

20.9

17.7

11.8

46.0

45.7

45.3

45.2

34.8

26.6

32.1

38.2

2.7

2.1

3.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べる １週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日 食べない 無 回 答
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（4）学び・学習・学校生活に関すること 

①学校生活 

 

 

 

 

 

 

図表 学校に行きたくないと思った（子ども 問 22A P172） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 １か月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく）（子ども 問 22B P173） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

困窮家庭、周辺家庭では学校に行きたくないと思ったことが「よくあった」、「時々あった」とい

う割合が一般家庭より高い。１か月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく）ことがあったかは、

困窮家庭で「よくあった」という回答がみられる。 

問22Ａ　学校に行きたくないと思った〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

11.2

14.9

14.7

9.1

26.2

28.4

28.9

25.3

22.4

19.4

20.4

24.0

36.0

32.8

31.7

37.7

2.5

2.7

2.3

2.6

1.7

1.8

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無 回 答

問22Ｂ　１か月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく）〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

1.7

3.0

1.3

1.5

0.4

0.3

0.9

0.4

0.7

0.9

0.4

0.7

94.2

93.1

94.3

94.6

1.2

1.2

1.3

1.2

1.8

1.5

1.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無 回 答
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②学業・勉強 

 

 

 

 

 

 

図表 学校の授業の理解度（子ども 問 17 P163） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 勉強がわからない時にを教えてもらう相手（子ども 問 18 P165） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 クラスの中での成績（子ども 問 19 P167） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の授業の理解度について「いつもわかる」が困窮家庭、周辺家庭では一般家庭より低

い。 

勉強を教えてもらう相手は、困窮家庭で「親」、「塾や習い事などの先生」が一般家庭より低

く、「友だち」がやや高い。クラスの中での成績は『下のほう』（「やや下のほう」と「下のほう」の

合計）は生活困難度が上がると割合が高くなる傾向がみられる。 

問17　学校の授業〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

35.8

24.2

32.1

38.7

52.8

57.9

53.8

52.1

8.2

12.8

10.4

6.7

1.6

4.2

1.9

1.0

1.6

0.9

1.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつもわかる だいたいわかる わからないことが多い ほとんどわからない 無 回 答

問18　勉強がわからない時に教えてもらう相手〔％・複数回答〕
N = 2603

％

親

親以外の家族（兄弟姉妹
や、祖父母など）

学校の先生

塾や習い事などの先生

その他の大人

友だち

教えてもらえる人がいない

無　回　答

59.0

23.6

50.1

14.7

2.2

64.7

2.5

1.8

52.5

22.1

50.4

7.8

3.6

65.4

3.9

1.5

55.3

26.4

49.4

8.3

2.1

66.4

3.6

1.9

62.0

23.4

50.3

18.1

1.6

63.0

1.9

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭

問19　クラスの中での成績〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

16.9

9.3

11.5

20.5

18.8

11.9

17.0

20.6

30.3

32.8

33.0

28.9

14.3

19.7

16.4

12.8

10.9

17.3

13.6

8.8

7.0

7.8

6.6

6.8

1.7

1.2

1.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上のほう やや上のほう 真ん中のあたり やや下のほう

下のほう わからない 無 回 答
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（5）自分のこと、進路・自立に関すること 

①自己肯定感 

 

 

 

 

 

図表 自分は価値のある人間だ（子ども 問 29B P190） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分は友達に好かれている（子ども 問 24C P182） 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分は価値のある人間だと思うかという設問で、困窮家庭、周辺家庭で『思う』（「とても思う」

と「思う」の合計）が一般家庭より低い。自分は友だちに好かれていると思うかは、生活困難度

が上がるにつれて「とてもそう思う」が低くなっている。 

問29Ｂ　自分は価値のある人間だと思う〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

22.5

17.3

19.8

24.2

39.2

34.3

35.5

41.6

26.2

32.5

29.8

24.2

9.1

14.0

11.3

7.4

3.0

1.8

3.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無 回 答

問24Ｃ　友だちに好かれていると思う〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

33.7

27.2

31.9

36.2

43.7

45.7

43.2

43.3

14.9

18.2

15.7

13.9

3.8

5.1

4.5

3.4

4.0

3.9

4.7

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無 回 答
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②将来について 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自分の将来が楽しみだ（子ども 問 29F P196） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 将来の進学希望段階（子ども 問 27 P186） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-37 将来の進学可能段階（子ども 問 28 P187） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の展望については、自分の将来が楽しみかという設問で困窮家庭は「とても思う」が一

般家庭よりやや低い。 

将来の進学希望段階は、一般家庭では「大学またはそれ以上」が 42.3％と高いが、困窮家

庭と周辺家庭ではそれぞれ 23.3％、28.1％となっている。 

将来の進学可能段階は、一般家庭では「大学またはそれ以上」が 30.0％に下がるが、困窮

家庭と周辺家庭ではそれぞれ 11.0％、17.9％となっている。 

問29Ｆ　自分の将来が楽しみだ〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

45.6

40.6

45.1

46.7

28.0

24.8

26.6

29.4

16.9

21.5

17.7

15.8

6.8

11.0

7.2

5.8

2.7

2.1

3.4

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無 回 答

問27　将来の進学希望段階〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

0.7

0.9

0.6

0.7

18.8

25.1

23.0

16.2

20.2

25.7

21.5

18.4

36.4

23.3

28.1

42.3

19.3

19.4

22.1

18.1

4.6

5.7

4.7

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 無 回 答

問28　将来の進学可能段階〔％〕

N =

全　　　体 2603

困窮家庭 335

周辺家庭 470

一般家庭 1549

1.2

2.1

1.1

1.0

24.8

34.6

33.0

20.7

14.6

12.2

14.5

14.9

24.9

11.0

17.9

30.0

31.7

37.3

30.0

31.1

2.8

2.7

3.6

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 無 回 答



 

21 

３．実態調査結果からみられる課題 

 

 

(1)教育の支援 
困窮家庭では、経済的な理由や保護者の期待感の薄さの影響により、大学進学を諦

めている子どもが多い。 

また、学校生活においては、授業が理解できず成績が低く、学校に行きたくないと

いう傾向にある様子がみられる。 

    

(2)生活の支援 
保護者の心身の健康状態や心理的な不安定感が、子どもの生活習慣や健康状態、食

生活にも影響を及ぼしている様子がみられる。 

困窮家庭では、相談相手がいない割合が高くなっており、保護者と子どものどちら

からもＳＯＳがみえにくい環境になっている。 

 

(3)保護者に対する就労の支援 
両親が共働きの世帯やひとり親世帯は、時間的にも忙しく、子どもと向き合う時間

が不足しがちであることが確認された。 

また、困窮家庭では、親の正規職員の割合が低く、夜勤、土日、祝日出勤が多いこ

とが確認された。 

 

(4)経済的支援 
困窮家庭では、経済的な理由で食料を買えないことや子どもを医療機関に受診さ

せないことがあることが確認された。 


